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プロジェクト概要 

 

自分の想いや考えを言葉にして気づきを得て、よりよく生き

るための行動ができるよう促す、行動変容支援ロボットを開発

します。会話での言葉や様子から、多くの人の知恵や知識、体験

を収集し、特定の人の気持ちや考え、価値観にあった逸話や声掛

けを通じ、新しい視点や方法を提示して、行動を促す技術を開発

します。それにより、2050 年には、「ありたい未来を共に考え、

そのための行動を促す AI ロボット」の実現を目指します。 

 

２０３０年までのマイルストーン 
 

 利用者とともに話し合い、ありたい行動や姿勢を導きだし、そ

れを目標として、会話や表情や生体データなどマルチモーダル

な情報を元に、これまでの熟練者の技術を超えるような、適切な

支援を提供しながら、利用者のよりよい人生に寄り添うシステ

ムを構築します。 
 

２０２５年までのマイルストーン 

 

 熟練した支援者との会話を中心としたコミュニケーションを

通して利用者が前向きな状態になり、必要な行動を起こすなど、

目標とする行動や姿勢へ導くための暗黙知を含めた技術を明ら

かにすることで、部分的に熟練者レベルを超える支援が可能と

なるシステムを構築します。 
 

 

 

プロジェクト内の研究開発テーマ構成 

 


